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身体地図情報システムを用いた虐待による傷害判別手法の提案
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�� 緒論
近年，虐待などの子どもが受ける意図的な傷害が問題になっ

ている．児童相談所における児童虐待相談の件数は年々増加し
ており，平成 $%年度は &$�%%%件を超え，'%年前の平成 '%年
度の約 ( 倍にものぼっており  図 '!)厚労省 %*+，社会問題に
なっている．
虐待によって負傷した場合，一般的に保護者は事故によって

負傷したとして，医療機関を受診する．虐待による負傷の場
合，法律で通報義務があるため，医師や看護師は虐待による傷
害と不慮事故による傷害を判別する必要がある．現在の判別
方法としては，例えば，火傷の場合であれば傷害部位の境界が
はっきりしていると虐待の可能性が高いといった，経験や勘に
基づいた判断になっており，科学的な判断基準がない．そのた
め，虐待による傷害であっても見過ごされ，そのまま虐待が繰
り返され，さらに重度の傷害に至ってしまったり，最悪の場合
死亡に至るケースもある．このように明確な判断基準がないま
ま，虐待による傷害か，事故による傷害かを判断しなければな
らないんは，医療機関に限らず，児童相談所，教育機関，警察
などでも同様である．
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図 ', 児童相談所への児童虐待相談件数の推移

著者らの研究グループでは，子どもの事故予防を目的に，傷
害に関するデータ収集技術，分析技術，広く一般に広めるため
の情報発信技術などを開発してきた．開発してきた技術の中
に，身体地図情報システムがある．このシステムでは，身体に
負った傷害の位置や大きさを記録することができ，収集した傷
害データを様々な条件ごとに重ね合わせて，傷害の確率密度分
布を算出するといった分析が可能である．虐待による傷害は，
不慮の事故による傷害とは，負傷する身体上の部位に違いがあ
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るという仮説をたてると，このシステムと，収集してきた傷害
データを利用することで，負傷した部位情報から，その部位が
不慮の事故で負傷する確率を算出し，判別支援を行える可能性
がある．
本論文では，不慮の事故による傷害と，虐待による傷害とを

科学的に判別することを支援するための，身体地図情報システ
ムを利用したシステムを提案する．

�� 身体地図情報システム
身体地図情報システム（図 $）は，筆者らの研究グループで

開発した身体情報を管理するためのシステムであり，地理情報
システム  2��!を人間情報科学の分野に応用したものである．
身体地図の位置情報をベースとして，多様な身体情報を正規
化・構造化して記述するシステムである．このシステムにより，
相同的な身体情報の蓄積が可能となり，身体空間統計といった
新たな統計解析が可能となったり，異分野間での情報共有が促
進されるなどの効果が期待できる．筆者らは，これまでに入力
機能，データベース化機能，検索機能，可視化機能を有する身
体地図情報システムを実装し，外傷の記述と蓄積に応用してき
た )坪井 %*+．計算機上で，表示された三次元人体モデル上に
マウスなどでペイントすることで外傷の位置や形状の入力が可
能であり，ペイント入力された外傷は，傷害の種類や重症度と
いった属性と関連付けられて，体表面上のラスタデータとして
システムに保存される．
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�� 身体地図情報システムによる虐待による傷
害と事故に傷害の判別手法の提案

著者らは，子ども事故予防を目的に，身体地図情報システム
を有するサーベイランスシステムを開発し，独立行政法人国立
成育医療研究センターの協力を得て，.年間で約 0�%%%件の傷
害データを収集してきた．収集した傷害データを重ね合わせる
ことで，身体上に存在する負傷の存在確率を算出することが可
能である．この負傷の存在確率を算出できる機能を用いること
で，新たに入力された負傷部位が，不慮の事故によって負傷す
る確率を得ることができる．つまり，新たに入力された負傷部
位が，不慮の事故によって負った傷害かどうかを過去のデータ
を基に確率的に示すことができる．この機能を実現するため
に，図 .に示すシステムを構築した．構築したシステムは，収
集した不慮の事故による傷害データベース，データベースを基
に負傷の存在確率分布を算出し，新たに入力された傷害が不慮
の事故による負傷である確率を算出するサーバ，対象となる負
傷部位情報を入力するためのクライアントソフトで構成され，
クライアントソフトで入力された負傷部位情報は，ソケット通
信でサーバへと送られ，算出結果の確率もソケット通信で受け
取るようになっている．
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図 ., 虐待による傷害と事故による傷害との判別支援システム
の構成図

構築したシステムの検証を行うために，大阪市の子ども虐
待医療支援検討会から，同会が収集した虐待による傷害データ
を提供して頂き，そのデータの事例に関して構築システムを
用いて判別を行った．提供して頂いた虐待による傷害データの
うち，身体上の外傷が存在した $&件のデータを用いて検証を
行った．図 &に，検証結果を示す．横軸は，各事例を示してお
り，縦軸は，提案システムを用いて算出した，各事例の負傷が
不慮の事故による負傷である確率を表している．青の棒グラフ
は，不慮の事故による全ての傷害データを用いて算出した結果
を示し，緑の棒グラフは，不慮の事故による傷害データを，虐
待による傷害の種類と同じ傷害が起きたデータのみを用いて算
出した結果を示している．また，複数の傷害を負っている事例
に関しては，各負傷ごとに算出し，平均値を用いた．
まず，全傷害データを用いて算出した結果に着目してみる

と，事例 &と '/の確率が %�&を超えるやや高めの値が出たが，
大方は不慮の事故による傷害である可能性が低いことを示す
ことができた．次に，傷害の種類ごとに算出した結果を見てみ
ると，ほとんどの事例に関して，全傷害データを用いて算出す
るよりも確率が低くなっており，事例ごとの条件に絞って算出
することでより正確に判別が可能になると考えられる．全傷
害データを用いて算出した場合に，他と比べて確率がやや高

くなった事例 & は，確率が約 %�. まで下がっていることが確
認できる．これは，事例 & では顎部に打撲傷，額中心部から
鼻にかけて擦過傷をそれぞれ負っており，全傷害データで見て
みると，顎部も額部も子どもが負傷し易い部位であるため確
率が高くなっていたが，各傷害の種類ごとに分けて算出するこ
とで，擦過傷は約 %�/と高い確率値になるものの，打撲傷は額
に受傷することが多く，顎部に受傷することは少ないため，約
%�%(と低い確率値になり，平均して約 %�$0という低い確率値
になった．事例 &と同じく，全傷害データを用いて算出した場
合に，他と比べて確率がやや高くなった事例 '/は，逆に各傷
害の種類ごとに分けて算出した方が，不慮の事故で負傷した確
率が高くなってしまった．この事例では，後頭部に打撲傷を受
傷しており，不慮の事故でも後頭部は負傷する確率が高い部位
であるため，高い確率が算出された．また，全傷害データより
も，打撲傷のデータのみに限った方が，後頭部を受傷する確率
が高いため，受傷の種類ごとに算出した方が，不慮の事故によ
る傷害である可能性が高くなってしまった．このような事例に
関しても，より確実に判別できるように，傷害の種類のみなら
ず，年齢や性別，何が原因で負傷したと保護者が言っているか
などの傷害に関わる情報を複数利用していくことが重要であ
る．また，本論文では虐待による傷害のデータ件数が少数であ
り，十分な検証を行えたとはいないため，今後さらにデータを
増やして検証を行う必要がある．
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図 &, 虐待事例の事故による傷害確率の算出結果

�� 結論
本論文では，児童虐待における問題点である，虐待による傷

害か，事故による傷害かを科学的に判断する明確な基準がない
ことを取り上げ，著者らの研究グループで子ども事故予防を目
的に開発してきた身体地図情報システムを用いた判断を支援す
る手法を提案した．また，$&件の虐待による傷害事例データ
を用いて，手法の検証を行った．本研究で検証に用いた虐待に
よる傷害データを提供して頂いた大阪市の子ども虐待医療支援
検討会に感謝の意を表する．
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